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す
ず
ら
ん
探
偵
事
務
所（
静
岡
市
葵
区

籠
上
８
─
40
、永
山
克
巳
代
表
）は
、「
浮
気

調
査
」を
専
門
と
し
て
い
る
探
偵
事
務
所

だ
。
代
表
の
永
山
氏
は
、国
家
公
務
員
と
し

て
20
年
以
上
勤
務
し
て
得
た
経
験
に
加

え
、法
律
や
行
政
知
識
を
持
つ
行
政
書
士

の
資
格
を
持
つ
。
公
務
員
時
代
に
培
っ
た

書
類
作
成
能
力
で
、裁
判
で
も
使
用
可
能

な
調
査
報
告
書
作
成
に
は
定
評
が
あ
る
。

ま
た
、上
級
心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
資
格
も

取
得
し
、関
わ
っ
た
人
た
ち
が「
前
を
向
い

て
人
生
を
歩
む
」た
め
の
サ
ポ
ー
ト
を
全
力

で
行
っ
て
い
る
。
２
０
１
６
年
開
設
か
ら
の

５
年
間
で
延
べ
２
０
０
件
以
上
の
浮
気
調

査
、ま
た
そ
れ
に
伴
う
夫
婦
相
談
や
離
婚

相
談
を
受
け
て
き
た
。

　

永
山
氏
は
岐
阜
県
高
山
市
出
身
。
高
校

卒
業
後
、財
務
省
名
古
屋
税
関
に
入
省
し

空
港
や
港
で
の
違
法
薬
物
の
取
り
締
ま
り

に
従
事
す
る
。
静
岡（
清
水
支
所
）に
勤
務

し
、静
岡
県
警
な
ど
と
連
携
し
て
薬
物
の

撲
滅
に
動
い
た
経
験
も
あ
る
。「
公
務
員
の

仕
事
は
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
で
し
た
が
、

一
方
で“
自
分
の
責
任
で
生
き
て
、人
の
助
け

に
な
り
た
い
”と
子
ど
も
の
頃
か
ら
思
っ
て

い
ま
し
た
。
世
の
中
か
ら
浮
気
が
な
く
な

ら
な
い
現
状
も
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
こ
と

す
ず
ら
ん
探
偵
事
務
所

を
鑑
み
て
、最
後
の
勤
務
地
・
静
岡
で
独
立

す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
」。

　
「
す
ず
ら
ん
」の
花
言
葉
で
あ
る「
再
び

幸
せ
が
訪
れ
る
」に
強
い
思
い
を
込
め
る
永

山
氏
。「
パ
ー
ト
ナ
ー
が“
浮
気
を
し
て
い
る

の
で
は
な
い
か
？
”と
疑
っ
て
み
た
り
、疑
っ

て
い
る
の
に
信
頼
し
よ
う
と
頑
張
っ
て
み
た

り
と
、一
人
で
抱
え
込
み
悩
ん
で
い
る
時
期

が
一
番
心
と
身
体
を
不
健
康
に
し
ま
す
。

こ
こ
を
前
に
踏
み
出
す
き
か
っ
け
と
し
て

も
ら
い
、後
に“
私
の
幸
せ
な
人
生
の
タ
ー
ニ

ン
グ
ポ
イ
ン
ト
は
こ
こ
で
の
相
談
だ
っ
た
”

と
一
人
で
も
多
く
に
人
に
言
わ
れ
た
い
」と

力
を
込
め
る
。

　

プ
ラ
ン
は
２
、５
、15
、30
、40
、50
時
間
、

成
功
報
酬
制
が
あ
り
、顧
客
の
目
的
・
現

在
の
状
況
等
に
よ
り
最
適
な
も
の
を
提
案

す
る
。

●
問
い
合
せ
、０
１
２
０
・２
９
・４
８
１
５

「
再
び
訪
れ
る
幸
せ
」に
貢
献
し
た
い
！！

元
国
家
公
務
員
が
経
営
す
る

浮
気
専
門
探
偵
事
務
所

永山克巳代表

　

静
岡
ガ
ス
㈱（
静
岡
市
駿
河
区
八
幡
１

─
５
─
38
、岸
田
裕
之
社
長
）は
、タ
イ
王

国
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
を
展
開
す
る

『V
N
E
T

 P
ow
er C

o., L
td.

』と
タ
ッ
グ

を
組
み
、タ
イ
国
内
に
お
け
る
太
陽
光
発

電
事
業
に
乗
り
だ
す
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
、静
岡
ガ
ス
が
海
外
で
初
め
て
取
り
組
む

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
案
件
と
な
る
。

　

両
社
は
２
０
２
０
年
６
月
５
日
に
、太
陽

光
発
電
に
よ
る
電
力
供
給
事
業
を
目
的
と

し
た
合
弁
会
社『V

N
E
T

 S
G

 P
ow
er 

C
o., L

td.

』（
以
下
、新
会
社
）を
設
立
し
た
。

２
０
２
１
年
７
月
７
日
に
は
、新
会
社
の
第

１
号
案
件
と
し
て
タ
イ
北
東
部
に
あ
る

ラ
ー
チ
ャ
パ
ッ
ト
・
マ
ハ
サ
ー
ラ
カ
ー
ム
大
学

と
の
間
で
売
電
契
約
を
締
結
し
た
。
同

大
学
内
の
校
舎
な
ど
の
屋
根
に
太
陽

光
発
電
設
備
を
設
置
し
、発
電
し
た
電

力
を
20
年
間
に
わ
た
っ
て
供
給
す
る
。

発
電
出
力
は
２
１
３
９
ｋＷ
ｐ
、年
間
予

測
発
電
量
は
約
２
７
０
万
ｋＷ
ｈ
で
、タ

イ
の
標
準
的
な
家
庭
の
約
１
１
０
０
世

帯
分
の
年
間
消
費
電
力
量
に
相
当
す

る
。
新
会
社
は
、タ
イ
で
同
事
業
の
水

平
展
開
を
目
指
し
て
い
く
。

　

今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、環
境
省

が
実
施
し
て
い
る
令
和
２
年
度
二
国

間
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度（
Ｊ
Ｃ
Ｍ
）資
金
支

静
岡
ガ
ス

援
事
業
の
う
ち
設
備
補
助
事
業
に
採
択
さ

れ
た
。
静
岡
ガ
ス
は
東
南
ア
ジ
ア
を
海
外

事
業
の
コ
ア
エ
リ
ア
と
位
置
づ
け
、積
極
的

に
現
地
で
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
に
参
画
し

て
い
く
考
え
だ
。

　

タ
イ
は
、２
０
１
９
年
に
決
定
し
た
電
源

開
発
計
画
に
基
づ
き
、天
然
ガ
ス
や
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
割
合
を
増
や
し
、脱
石
炭

火
力
、脱
原
子
力
を
目
指
す
方
針
を
打
ち

出
し
た
。
全
電
源
に
占
め
る
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
（
輸
入
水
力
は
除
く
）の
割
合
を

２
０
３
７
年
ま
で
に
20
％
に
高
め
る
こ
と

を
目
標
に
掲
げ
て
お
り
、豊
富
な
日
射
量

と
い
う
強
み
が
い
か
せ
る
太
陽
光
発
電
に

注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。

タ
イ
国
内
に
お
け
る
太
陽
光
発
電
事
業
に

静
岡
ガ
ス
と
し
て
初
進
出

7月7日の契約締結式
（左からVNET SG Power 稲葉副社長、
VNET Power ソポン社長、
ラーチャパット・マハサーラカーム大学学長）


